






小児慢性腎炎患者の日常生活運動量とクレアチニンクリアランス(Ccr)の関係を調査した。

日常生活運動量調査ではカロリーカウンターより生活行動調査票によるものが優れている

と考えられたが、これにもさらに改良さるべき諸点があった。小児腎炎患者では日常生活

運動量増加により摂取蛋白量が有意に増加し、摂取蛋白量増加により Ccr が増加した。成

人腎炎患者にみられた日常生活運動量増加による Ccr 低下は見られなかった。この現象は

さらに症例を増加させて検討したい。


